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影響するさまざまな課題について紹介するとともに，その対策について事例
を交えて紹介した。
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　シャットダウンメンテナンスにおいて，短いメンテナンス期間での工事物
量や機器検査量の増加，人手不足や残業対策等の課題があるなかで，アプリ・
化学洗浄・装置等を活用し，洗い場の効率運営を実施した。
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